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１　高 LDL コレステロール血症は冠動脈疾患の重要な危険因子である． （エビデンスレベルＡ）
２　高 LDL コレステロール血症は脳梗塞の危険因子である． （エビデンスレベルＢ）


































































































































高 LDL コレステロール血症 LDL コレステロール 140㎎/㎗以上
低 HDL コレステロール血症 HDL コレステロール 40㎎/㎗未満
高トリグリセライド血症 トリグリセライド 150㎎/㎗以上
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